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当協議会では平成７年度まで、筑波山（真壁町羽鳥薬師堂前～御幸ヶ原）において、主要行事の一つ
である「山の集い」、「銀輪の集い」を開催し登山訓練及び歩行訓練並びに走行訓練を実施してきました。
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令
和
三
年
十
二
月
八
日
総
合
福
祉

会
館
に
お
い
て
県
南
地
区
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
南
地
区
の
六
団
体
の
会
長
及
び

事
務
局
並
び
に
当
協
議
会
の
正
副
会

長
計
十
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

議
題
は
①
団
体
運
営
上
の
課
題
、

②
上
記
課
題
で
特
に
注
意
、
留
意
し

て
い
る
こ
と
、
③
会
員
数
の
動
向
、

会
員
確
保
の
た
め
の
方
策
、
④
コ
ロ

ナ
禍
で
の
会
費
の
徴
収
方
法
、
⑤
コ

ロ
ナ
禍
で
事
業
が
で
き
な
い
こ
と
に

よ
る
補
助
金
や
助
成
金
の
取
り
扱

い
、
⑥
事
業
を
実
施
で
き
な
い
こ
と

に
よ
る
補
助
金
や
助
成
金
へ
の
影
響

等
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
。

①
団
体
運
営
上
の
課
題
に
つ
い
て

　

ど
の
団
体
も
コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
が

で
き
な
い
こ
と
、
会
員
が
高
齢
化
し

会
員
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
共

通
の
課
題
で
あ
っ
た
。

②�

右
記
課
題
で
特
に
注
意
、
留
意
し

て
い
る
こ
と

　

稲
敷
市
団
体
で
は
、
市
役
所
の
一

階
の
一
部
を
借
り
、
会
員
が
作
っ
た

野
菜
を
週
に
三
回
程
度
販
売
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
が
で
き
な

い
。
行
事
に
は
会
員
だ
け
で
な
く
家

族
で
も
可
能
な
方
は
出
て
も
ら
っ
て

い
る
こ
と
、
会
員
数
は
そ
れ
な
り
に

い
る
が
、
活
動
で
き
る
人
が
年
々
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
年

四
回
理
事
会
を
開
催
し
て
行
事
の
実

施
な
ど
を
協
議
し
て
い
る
。

　

阿
見
町
団
体
で
は
身
体
障
害
者
だ

け
で
な
く
、
知
的
障
害
者
も
会
員
と

し
て
参
加
し
て
い
る
。

③�

会
員
数
の
動
向
、
会
員
確
保
の
た

め
の
方
策

　

稲
敷
市
会
長
よ
り
、
会
員
に
な
っ

て
も
ら
う
に
は
家
族
の
理
解
を
得
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
家
族
は
障
害

者
が
い
る
こ
と
を
隠
し
た
が
る
、
幸

い
、
会
員
の
中
に
家
族
に
説
明
に

行
っ
て
く
れ
る
者
が
い
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　

龍
ヶ
崎
市
団
体
で
は
、
障
害
者
が

ど
こ
に
お
住
ま
い
か
が
わ
か
ら
な
い

た
め
社
協
会
報
や
市
広
報
へ
「
当
協

会
の
案
内
」
を
掲
載
方
、
依
頼
し
て

い
る
と
の
こ
と
。

　

な
お
、
団
体
に
よ
っ
て
は
、
地
区

推
進
員
や
地
区
役
員
が
地
区
の
状
況

を
把
握
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

髙
木
会
長
の
コ
メ
ン
ト
（
概
要
）

　

身
体
、
知
的
及
び
精
神
障
害
者
の

相
互
交
流
を
図
る
こ
と
は
大
切
な
こ

と
で
あ
る
こ
と
。

　

ま
た
、
補
助
金
、
配
分
金
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
は
、
所
管
機
関
の
行

政
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
と
充
分
協

議
す
る
こ
と
。

　

会
に
加
入
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
会
員
に
な
っ
た
場
合
の
メ
リ
ッ

ト
、
魅
力
等
を
説
明
し
、
了
解
さ
れ

な
い
と
な
か
な
か
加
入
し
て
も
ら
え

な
い
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
が

思
う
よ
う
に
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

会
費
の
半
額
を
商
品
券
等
で
会
員
に

還
元
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

十
二
月
上
旬
に
は
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
を
開
き
、
県
ボ
ッ
チ
ャ
協
会
に
指

導
員
の
派
遣
を
要
請
し
、
ボ
ッ
チ
ャ

大
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
会
員
か
ら

と
て
も
好
評
が
得
ら
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
ボ
ッ
チ
ャ
は
ル
ー
ル
が

簡
単
で
あ
り
、
障
害
が
重
い
方
で
も

参
加
で
き
る
の
で
、
多
く
の
方
が
参

加
で
き
、
ま
た
、
し
ば
ら
く
ぶ
り
に

会
員
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し

い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
た

め
と
思
わ
れ
る
。

　

会
員
数
が
減
少
し
て
い
る
の
で
、

会
員
を
増
や
す
こ
と
は
大
切
で
あ
る

が
、
行
事
に
参
加
し
た
方
が
「
参
加

し
て
本
当
に
良
か
っ
た
、
楽
し
か
っ

た
」
と
思
え
る
行
事
を
企
画
実
施
す

る
こ
と
も
と
て
も
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
、
障
害
者
も
デ
ジ

タ
ル
化
社
会
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
な

く
、
そ
の
恩
恵
を
享
受
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
。

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
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こ
の
度
の

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
人
々
に
感
動

と
勇
気
、
希
望
を
与
え
て
無
事
に
終

わ
り
ま
し
た
。

私
は
今
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２

０
１
８
年
秋
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募

集
が
あ
り
、
私
は
右
半
身
に
麻
痺
と

運
動
障
害
が
あ
り
ま
す
が
、
私
に
も

出
来
る
か
ど
う
か
な
ん
て
関
係
な

い
！
平
和
の
祭
典
で
あ
り
世
界
最
高

峰
の
オ
リ
パ
ラ
に
関
わ
り
た
い
！
と

応
募
し
て
み
ま
し
た
。
８
万
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
に
対
し
、
20
数
万

人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
の
春
か
ら
応
募
者
全

員
と
順
次
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
面

接
が
あ
り
、
私
は
８
万
人
に
残
る
こ

と
が
出
来
て
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
でE-learning

研
修
を
数
十
回
受
け
２
０
２
０
年
か

ら
現
地
会
場
や
、
研
修
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
研
修
が
始
ま
る
予
定
で
し
た

が
、
２
０
２
１
年
の
開
幕
ま
で
全
て

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
で
し
た
。

私
は
有
明
体
操
競
技
場
で
行
わ
れ

る
ボ
ッ
チ
ャ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
競
技
会
場
で
、
選
手
や
審
判
の

誘
導
や
試
合
後
の
コ
ー
ト
の
消
毒
や

モ
ッ
プ
が
け
な
ど
の
活
動
で
す
。

体
操
競
技
場
の
隣
に
は
有
明
ア

リ
ー
ナ
が
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
会
場

の
駐
車
場
や
、
駅
か
ら
の
道
路
、
関

係
者
の
た
め
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、

全
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
１
日
に
約

１
０
０
０
人
で
、
そ
の
中
で
競
技
の

最
先
端
で
活
動
で
き
る
の
は
１
日
15

人
。
本
当
に
一
握
り
で
す
。

私
は
ボ
ッ
チ
ャ
中
心
の
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
な
の
で
、
選
ん
で
も

ら
え
た
そ
う
で
す
。
茨
城
か
ら
の
参

加
な
の
で
、
全
て
午
後
1
時
か
ら
の

活
動
で
す
。
毎
回
通
う
つ
も
り
で
し

た
が
、
３
日
で
挫
折
。
有
明
の
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
終
わ
る
の
が
夜
の
９
時
や

10
時
で
す
が
、
近
く
に
ホ
テ
ル
を

取
っ
た
た
め
、
活
動
終
了
後
も
色
々

な
方
と
余
裕
で
友
好
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

あ
く
ま
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の

で
、
競
技
が
見
え
る
場
所
で
あ
っ
て

も
、
試
合
を
見
た
り
、
選
手
の
写
真

を
撮
っ
た
り
、
会
場
内
の
写
真
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
は
上
げ
て
は
い
け
ま
せ
ん
、

等
々
沢
山
の
制
約
が
あ
り
ま
し
た
。

無
観
客
な
の
で
、
試
合
を
盛
り
上
げ

る
の
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕
事
で

す
。
入
場
の
時
は
、
動
き
に
く
い
手

が
真
っ
赤
に
な
る
ほ
ど
手
拍
子
と
拍

手
で
出
迎
え
で
す
。

選
手
が
通
る
通
路
に
は
、
折
り
紙

で
鶴
や
手
毬
を
折
っ
て
飾
っ
た
り
、

会
場
か
ら
バ
ス
へ
向
か
う
選
手
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
み
ん
な
で
並
ん
で
見

送
っ
た
り
と
、
選
手
が
無
観
客
で
寂

し
い
思
い
を
し
な
い
よ
う
、
や
る
気

が
保
て
る
よ
う
に
私
も
真
剣
で
し
た
。

ボ
ッ
チ
ャ
は
、
個
人
で
金
、
ペ
ア

が
銀
、
団
体
で
銅
と
全
て
の
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
ま
し
た
。
表
彰
式
は
、
制

服
を
着
た
自
衛
隊
員
が
国
旗
を
持
っ

て
規
律
正
し
く
掲
揚
し
ま
す
。
日
本

の
エ
ー
ス
杉
村
選
手
が
個
人
で
金
を

取
っ
た
と
き
、
日
の
丸
を
見
上
げ
な

が
ら
の
君
が
代
は
今
ま
で
で
1
番
感

動
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
と
コ
ー
ト
に

モ
ッ
プ
を
か
け
な
が
ら
、
私
た
ち
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
コ
ー
ト
を
掃
除
し

て
る
の
よ
！
な
ど
と
感
無
量
、
全
て

が
感
動
で
し
た
。
夢
の
よ
う
な
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、

も
う
生
涯
経
験
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
、
本
当
に
貴
重
な
経
験
が
で
き
て

幸
せ
で
す
！

パラリンピック会場にて

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

つ
く
ば
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
副
会
長　

斉
藤　

敦
子
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潮
来
市
須
賀
南
の
松
崎
昌
樹
さ
ん

が
、
車
い
す
の
人
で
も
芝
生
の
中
に

入
れ
る
「
芝
生
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
保

護
用
車
い
す
タ
イ
ヤ
カ
バ
ー
」
を
開

発
し
、
同
カ
バ
ー
を
装
着
し
た
車
い

す
２
台
を
潮
来
市
社
協
に
寄
贈
し

た
。
障
害
の
あ
る
人
と
一
緒
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
も
う
と
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
、
現
在
は
商
品
化

を
目
指
し
て
い
る
。

松
崎
さ
ん
は
「
普
及
し
て
多
く
の

方
の
役
に
立
っ
て
く
れ
た
ら
」
と
願

う
。市

身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
長
を

務
め
る
松
崎
さ
ん
。
市
内
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
て
い
る

が
「
車
い
す
の
方
は
芝
生
を
傷
め
る

の
で
一
緒
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
。

な
ん
と
か
で
き
な
い
か
」
と
考
え
た

こ
と
が
、
タ
イ
ヤ
カ
バ
ー
を
開
発
す

る
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

カ
バ
ー
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
、

縦
約
３
・
５
セ
ン
チ
、
横
約
5
・
５
セ

ン
チ
の
パ
ー
ツ
を
複
数
連
結
さ
せ
て

タ
イ
ヤ
を
覆
う
。
設
置
面
積
が
広
く

な
る
た
め
、
芝
生
の
上
で
車
い
す
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
上
、
補
助
者
も
車
い
す
を
押
し
や

す
く
な
る
と
い
う
。

一
般
的
な
車
い
す
の
タ
イ
ヤ
の
場

合
、
パ
ー
ツ
72
個
で
全
体
を
カ
バ
ー

す
る
。
着
脱
は
タ
イ
ヤ
の
空
気
を
抜

い
た
り
入
れ
た
り
す
る
こ
と
で
可
能

と
な
る
仕
組
み
で
、
松
崎
さ
ん
は
こ

の
方
法
の
特
許
を
取
得
し
た
。

開
発
は
有
志
７
人
で
立
ち
上
げ
た

株
式
会
社
で
行
い
、
構
想
か
ら
約
５

年
で
形
に
な
っ
た
。
す
で
に
商
標
登

録
も
済
ま
せ
、
今
後
、
タ
イ
ヤ
カ

バ
ー
は
注
文
に
応
じ
て
販
売
す
る
こ

と
を
予
定
し
て
い
る
。

車
い
す
を
贈
ら
れ
た
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
根
本
健
助
会
長
は
「
一
人

で
も
多
く
の
方
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

機
会
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
大
変
あ
り

が
た
い
。
市
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
大
会
が
行
わ
れ

て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
貸
し
出
し

た
い
」
と
活
用
方
法
を
話
し
た
。

（�

以
上
、
令
和
４
年
２
月
８
日
付
け
茨
城
新
聞

よ
り
転
載
）

車
い
す
で
芝
生
の
中
へ  

タ
イ
ヤ
カ
バ
ー
の
開
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
茨
城
新
聞
記
事
よ
り
転
載
）

潮来市内で開催されたグラウンドゴルフ大会（提供：潮来市身障協）

中央がタイヤカバーを開発した松崎昌樹さん
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十
二
月
四
日
土
曜
日
、
常
陸
太
田
市

総
合
福
祉
会
館
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

で
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ボ
ッ
チ
ャ
は
、
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
日
本
人
選
手
の
活
躍
が
報

道
さ
れ
日
本
中
に
感
動
を
与
え
、
ま

た
ル
ー
ル
が
簡
単
で
あ
り
、
障
害
が

重
い
方
で
も
参
加
で
き
る
こ
と
な
ど

か
ら
新
た
に
ボ
ッ
チ
ャ
用
具
を
購
入

し
ま
し
た
。

会
員
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

企
画
し
、
当
日
、
県
ボ
ッ
チ
ャ
協
会

の
指
導
員
の
派
遣
を
要
請
し
、
ル
ー

ル
や
ゲ
ー
ム
進
行
の
指
導
、
支
援
を

頂
き
ま
し
た
。

競
技
が
始
ま
る
と
参
加
者
が
一
生

懸
命
に
な
り
会
場
は
熱
気
が
感
じ
取

れ
ま
し
た
。
多
く
の
方
が
参
加
で
き

ま
た
、
し
ば
ら
く
ぶ
り
に
会
員
が
集

ま
っ
た
の
で
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
三
年
度
事
業
計
画
に
合
わ

せ
、
令
和
三
年
六
月
二
日
と
三
日
の

二
日
間
、
市
役
所
前
駐
車
場
に
て
メ

ロ
ン
販
売
を
い
た
し
ま
し
た
。

お
客
様
も
早
々
と
来
て
く
だ
さ

り
、
一
日
百
箱
以
上
が
完
売
と
な
る

ほ
ど
大
盛
況
で
し
た
。
そ
の
後
各
地

へ
発
送
し
、
み
な
さ
ん
に
美
味
し
く

食
べ
て
も
ら
え
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。コ

ロ
ナ
の
事
も
あ
り
、
密
を
さ
け

な
が
ら
で
し
た
が
、
久
々
の
事
業
は

と
て
も
楽
し
く
、
時
間
が
過
ぎ
る
の

が
と
て
も
早
く
感
じ
ま
し
た
。
好
天

に
恵
ま
れ
、
会
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事
に
終
え

ら
れ
た
事
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

    　
（
川
地 

好
子
）

ま
た
、
当
協
議
会
で
は
ま
ち
づ
く

り
市
民
セ
ン
タ
ー
で
毎
月
二
回
パ
ソ

コ
ン
教
室
を
開
催
し
、
操
作
技
術
が

確
実
に
向
上
し
ま
し
た
。

地
域
リ
ポ
ー
ト
各
団
体
会
報
の
記
事
を
掲
載
し
ま
す
。

「
ボ
ッ
チ
ャ
を
楽
し
む
」

常
陸
太
田
市
身
体
障
害
者
福
祉
会  

�

会
長　

髙
木　
　

昇

「
メ
ロ
ン
販
売
」

鹿
嶋
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会  

�

会
長　

石
津　

初
美

クリスマス会の集合写真 ボッチャ競技の様子
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月 日 事　　業　　名　　　等 場　　　所 主催者等 実施状況等

４月
21日（水） 正副会長会議（第１回） 県総合福祉会館 書面協議

28日（水） 令和２年度分監査 県総合福祉会館 書面監査

５月

11日（火） 理事会（第１回） 県総合福祉会館 書面決議

26日（水） 令和３年度通常総会 県総合福祉会館 書面決議

23日（日）
ほか 令和３年度茨城県障害者スポーツ大会 笠松運動公園他

県、県障害
者スポーツ
・文化協会

延期
その後中止

６月
25日（金） 地区就労支援相談員研修会 県総合福祉会館 中止

30日（水） 広報委員会 県総合福祉会館 書面協議

７月 28日（水） 正副会長会議（第２回） 県総合福祉会館 書面協議

９月 19日（日） 結婚相談事業日曜交流会（第１回） 県総合福祉会館 県委託事業 中止

10月
上旬 第20回ゆうあい卓球大会 　 青年部会 中止

下旬 若人の集い 県委託事業 中止

11月

１日（月） 会報「身障いばらき」発行（76号） ― 2500部
発行

５日（金） 第47回山の集い、第43回銀輪の集い ひたちなか市
ひたち海浜公園 県委託事業 中止

14日（日） 第24回ゆうあいカラオケ歌謡発表会 県総合福祉会館 青年部会 中止

12月

２日（木）
～６日（月）

ナイスハートふれあいフェスティバル美
術展、作品販売、いばキラTVでの動画
配信による動画発表会

ザ・ヒロサワ・
シティ会館

県、県障害
者スポーツ
・文化協会

実施

８日（水） 県南地区ブロック会議 県総合福祉会館 実施

上旬 結婚相談事業日曜交流会（第２回）
クリスマス会 水戸市内 県委託事業 中止

２月 ２日（水） 役員研修会 県総合福祉会館 中止

３月

16日（水） 正副会長会議（第３回） 県総合福祉会館 正副会長

22日（火） 理事会（第２回） 県総合福祉会館 役員

22日（火） 会報「身障いばらき」発行（77号） ― 2500部
発行

令和３年度　当協議会の事業活動と結果

今年度もコロナ禍により止む無く書面決議、書面協議、また行事を中止にしました。
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中
山
康
雄
氏
は
、
昨
年
十
月
二
十

二
日
、
享
年
九
十
四
歳
で
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
三
年
旧
潮
来
町
米
島

に
生
を
受
け
、
家
業
の
農
業
を
営
み

ま
た
、
鉄
工
所
を
起
こ
し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
三
年
外
傷
に
よ
り
障
害

を
受
け
ま
し
た
が
、
生
来
の
行
動
力

と
人
望
が
あ
り
、
昭
和
五
十
一
年
に

潮
来
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
会

長
に
就
任
し
、
そ
の
後
、
県
身
体
障

害
者
福
祉
協
議
会
理
事
、
副
会
長
を

務
め
、
平
成
十
三
年
五
月
に
会
長
に

就
任
し
、
陣
頭
指
揮
を
執
ら
れ
、
当

協
議
会
の
二
十
数
年
来
の
懸
案
事
項

で
あ
っ
た
「
法
人
化
」
を
平
成
十
五

年
四
月
に
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
同
氏
の
事
業
手
腕
と
行

動
力
そ
れ
に
役
員
、
会
員
の
支
持
と

支
援
の
賜
物
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
四
期

十
六
年
潮
来
町
議
会
議
員
と
し
て
文

教
厚
生
委
員
会
等
に
所
属
し
、
福
祉

行
政
の
向
上
に
尽
力
し
て
参
り
ま
し

た
が
、
中
山
氏
に
は
舎
弟
の
よ
う
に

し
て
接
し
て
頂
き
、
公
私
に
わ
た
る

ご
指
導
に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
茨
城
県
身
体
障
害
者
福

祉
協
議
会
が
平
成
三
十
年
に
発
行
し

た
「
五
十
年
の
あ
ゆ
み
」
へ
の
同
氏

の
寄
稿
文
（
茨
身
協
設
立
五
十
周
年

記
念
に
想
う
）
の
一
部
を
引
用
い
た

し
ま
す
。

「
顧
み
ま
す
と
、
私
は
平
成
十
三
年

五
月
に
急
遽
、
当
協
議
会
の
会
長
に

推
挙
さ
れ
、
そ
の
後
、
二
十
年
五
月

に
荻
津
和
良
氏
（
茨
城
町
）
に
引
き

継
ぐ
ま
で
四
期
七
年
間
、
会
長
職
を

務
め
ま
し
た
。
当
時
は
、「
当
協
議
会

の
法
人
化
」
と
い
う
、
二
十
数
年
来

の
懸
案
事
項
が
暗
礁
に
乗
り
上
げ
、

当
初
は
一
年
限
り
で
会
長
職
を
辞
任

し
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。　

し
か
し
、「
法
人
化
す
る
に
は
一

千
万
円
の
基
金
を
つ
く
る
こ
と
。」

が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ

り
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
如
何
に
し
て

法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し
て
頂

き
、
寄
付
金
を
募
っ
て
行
く
か
が
最

重
要
課
題
で
し
た
。

法
人
化
に
あ
た
り
、
新
た
な
事
業

と
し
て
結
婚
相
談
事
業
を
県
か
ら
受

託
し
、
結
婚
相
談
員
を
採
用
す
る

等
、
当
協
議
会
の
事
業
、
行
事
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
正
副
会
長
会

議
や
理
事
会
で
は
各
役
員
か
ら
忌
憚

の
な
い
意
見
を
述
べ
て
も
ら
い
、
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
統
一
的
な
方

向
性
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。・
・
・

寄
付
金
を
募
る
と
い
う
事
業
を
推

し
進
め
る
に
は
、
口
先
だ
け
の
旗
振

り
役
で
は
誰
も
つ
い
て
来
ず
、（
会

長
）
が
身
を
も
っ
て
先
例
を
示
し
、

会
長
は
じ
め
執
行
部
の
本
気
度
を
会

員
の
皆
さ
ん
に
解
っ
て
も
ら
う
必
要

が
あ
っ
た
と
今
で
も
思
っ
て
お
り
ま

す
。」（
以
上
、
引
用
）

中
山
康
雄
氏
の
冥
福
を
衷
心
よ
り

祈
念
い
た
し
ま
す
。

令和元年10月　山・銀輪の集い 米寿のお祝い：鹿島セントラルホテル

名
誉
会
長  

中
山
康
雄
氏
の
逝
去
を
悼
む

ありし日の中山氏
（
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
副
会
長

 

潮
来
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
会
長
　

　�

松
㟢
　
昌
樹
）
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賛
助
会
員
か
ら
の
寄
付
、
ま
た
、

配
分
金
、
善
意
金
、
歳
末
愛
の
募
金

を
頂
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
す
。

【
賛
助
会
員
】

・
下
妻
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

・
茨
城
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

・
境
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

・
つ
く
ば
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

・（
株
）髙
木
総
合
保
険
セ
ン
タ
ー
様

�

（
常
陸
太
田
市
）

【
配
分
金
】

・（
社
福
）茨
城
県
共
同
募
金
会
様

【
善
意
金
】

・
茨
城
県
遊
技
業
協
同
組
合
様

【
歳
末
愛
の
募
金
】

・（
公
財
）茨
城
新
聞
文
化
福
祉
事
業
団
様

　

令
和
三
年
度
当
協
議
会
関
係
者
の
受
章
者
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

受
章
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旭
日
小
綬
章
（
春
の
叙
勲
）

　

同
氏
は
、
平
成
三
年
に
伊
奈
町
議

会
議
員
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
、
市
制

施
行
を
経
て
令
和
二
年
に
市
議
会

議
員
を
退
任
さ
れ
る
ま
で
、
七
期

二
十
八
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
副

議
長
を
は
じ
め
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

市
の
福
祉
の
充
実
や
生
活
基
盤
の
整

備
に
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
、
市
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章
（
秋
の
叙
勲
）

　

東
海
村
民
生
委
員･

児
童
委
員
と

し
て
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
平
成

二
十
二
年
ま
で
の
三
十
年
以
上
に
わ

た
り
地
域
福
祉
の
発
展
の
た
め
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
民
生
委
員･

児
童

委
員
と
し
て
地
域
で
の
献
身
的
な
活

動
や
委
員
の
育
成
等
、
地
域
福
祉
の

発
展
や
障
害
者
福
祉
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

黄
綬
褒
章
（
春
の
褒
章
）

　

視
覚
に
障
が
い
を
持
つ
飯
笹
氏

は
、
潮
来
市
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
業
を
約

六
十
年
間
営
み
な
が
ら
、
自
身
と
同

じ
よ
う
な
障
が
い
を
持
つ
方
を
積
極

的
に
雇
用
し
、
日
々
の
生
活
も
支
え

ら
れ
ま
し
た
。
飯
笹
氏
は
原
市
長
を

表
敬
訪
問
し
、
受
章
の
報
告
や
活
動

に
つ
い
て
懇
談
さ
れ
、「
体
に
障
が

い
が
あ
っ
て
も
心
は
健
康
！
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

（�

そ
れ
ぞ
れ
の
市
、
村
の
了
解
の
も
と
広

報
誌
の
写
真
、
文
面
を
引
用
い
た
し
ま

し
た
。）

　　

こ
の
２
年
間
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

ほ
と
ん
ど
の
行
事
が
実
施
で
き
ず
、

会
員
の
結
び
つ
き
が
疎
遠
に
な
っ
た

の
で
は
と
感
じ
ま
す
。
ど
う
か
、
コ

ロ
ナ
が
収
ま
り
、
再
び
絆
が
戻
り
ま

す
よ
う
願
い
ま
す
。�

（
ｋ
・
ｎ
）

編
　
集
　
後
　
記

つくばみらい市身体障害者福祉協議会会長
海老原　弘 氏

県身体障害者福祉協議会副会長　
東海村身体障害者福祉協議会会長

岸　 三男氏

潮来市身体障害者福祉協議会
顧問　飯笹　雅之 氏

小田川市長とともに

山田村長とともに

原市長とともに

叙
勲
褒
章
受
章
者
の
紹
介

賛
助
会
員
へ
の
加
入・寄
付
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